
犬のしつけ ～ポイント～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

•自分のなわばりや群れ(家族)を守ろうとする習性から、
敵と思う相手を警戒し、吠えて威嚇します。

吠える

•獲物をつかまえていた狩猟本能の名残で、何でもかじったり、くわえたりします。かじる

•群れの中で序列を決めて生きる犬は、群れにリーダーがいないと判断すると、
自分がリーダーになって群れを守ろうとします（権勢本能）。

•強いリーダーに従う服従本能もあります。

権勢本能

•狩猟本能が強いと、動くものを見ると、発作的に追ってしまうことがあります。動くものを追う

•犬の嗅覚はとても優秀です。においで情報などをかぎとっています。においをかぐ

•自分のにおいをつけて、なわばりを主張することを、マーキングといいます。
マーキング

（においづけ）

♣生後３～１３週齢を社会化期といいます。 

♣この時期にいろいろな経験や刺激に慣れさせておくことはとても大切です。 

 

犬、家族以外の人、車、犬用ハウス（ケージ・犬小屋）、 

生活音（花火・雷）、家の外の環境など 

 

将来、わんちゃんが幸せに暮らすために大切な時期【社会化期】 

 

✾一般的に、伝染病予防ワクチンは生後３ヶ月までの間に２～３回接種します。 

✾子犬にとって、生後１３週齢(３ヶ月齢)ころまでに人間社会の様々な刺激に慣 れさせておくこ 

とはとても重要です。 

✾最終のワクチンが終わってから２週間くらいしないと、伝染病に対する抵抗力は十分とはいえないの

で、この時期は、社会性を育むためには外出に慣れさせておいた方がよいのですが、体の健康を考

えると外出させるには少し不安な時期になります。 

 

 

お散歩デビューとワクチンの関係 

 

♣犬が咬んだり、吠えたり、飛びついたりするのは、動物のもつ本能のためです。 

♣この本能は野生の動物が生きていくために必要な能力です。 

♣犬のしつけをする上で、理解しておくことが重要です。 

犬の習性と本能 

 

✾最終ワクチン接種後、２週間経てば、お散歩デビューして大丈夫です。 

✾それまでの間は抱いて散歩する、窓際にハウスを置く、窓を開けておく、昼間はベランダや庭にハ

ウスを置くなどして、様々な人や環境に慣れさせましょう。 
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♣犬の先祖は狼といわれていて、移動や狩りも群れのリーダーの命令に従って行動していました。 

♣狼の血を受け継ぐ犬も同様に、階級意識を持っています。 

♣犬は日々の生活から、群れ(家族)のなかで誰がリーダーなのかを観察し、 

リーダーと認めた人には素直に従います。 

♣リーダーと認められない人のいうことは、聞かなくなってしまうこともあります。 

 
飼い主がリーダーシップを身につけるには・・・ 

 

家族全員が犬に対してリーダーシップをとる 

✾『おすわり』『シット』、『ふせ』『ダウン』、『まて』『ウエイト』、『おいで』『カム』、 

『ノー』『ダメ』『いけない』など 

 号令や禁止の言葉は日本語でも英語でもどちらでも大丈夫です。 

使いやすい言葉を家族で決めておきましょう。  

➢しつけの本などでは、よく「おやつ」を使ったしつけ方が紹介されていますが、できるだけ食べ物に

頼らず、犬にとって、ほめられることが一番のごほうびになるようにしていきましょう。 

 

報酬について 

✾甘咬み(咬みつき)、無駄吠え、飛びつきなどは、犬と生活していく上で問題行動となることがありま

す。しかし、家に来た日から徹底して対処していくことにより、その行動は防ぐことができます。 

✾犬のしつけは、押しつけるのではなく、なぜ吠えるのか、 

なぜ咬むのかなど、犬の気持ちになって考えるとうまくいくでしょう。 

甘咬み、無駄吠え、飛びつきを断つために… 

 

 

 ➀主導権をもつ 
 

遊びに誘うときも、食事や散歩も飼い主が主導権をもつことが大切です。  

 
✾犬が吠えているときに、それに答えて散歩に行ったり、食事を与えてはいけません。 

吠えても要求は叶わないということを学習させることで、無駄吠えが減ります。 

✾散歩や食事は飼い主が決めた時間でおこないましょう。 

 

➁一貫性をもつ 犬への対応を家族で統一しましょう。家族のメンバーによって、許されることと 

許されないことが違うと、犬は混乱してしまいます。  

号令や禁止の言葉も家族で統一しましょう。  

 

➂犬にわかりやすく接し、望ましい

行動を導き、報酬を与える 

犬が望ましくない行動をできないような環境を整え、望まし

い行動をしたときには、報酬を与えましょう。  

 
✾例えば、かじることは犬にとって正常な行動なので、叱られても、何を叱られたのかわかりません。

かじってほしくないものはきちんとかたづけ、かじっていいおもちゃを与えましょう。 

✾かじっていいおもちゃをかじったら、ほめてあげましょう。 

犬が家に来た日から、家族で決めたことは絶対守ることが重要です。  


